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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社 関東支社

古和地区附帯工工事
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首都圏中央連絡自動車道

B - B

B

B
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m

用排水管 P(Po-B)-φ0.60(Sd-B) m 19.1
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2 22
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※植生シート・マルチング工については他工事にて施工

t=10cm m2 113.0

箇所 4B

ｺﾝｸﾘｰﾄｼｰﾙ工

m2 765.3

放流施設工 式 1

t=10cm(A) m2 3390.7

簡易舗装工 218.3m2

式 1

転落防止柵工 m 22.0A

983.6m2

ふとんかご工 枚 15.01.2m･0.5m･2.0m･13cm

再生クラッシャラン（RC-40）

再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13)

マルチング工※ m2 354.8ｼｰﾄﾏﾙﾁﾝｸﾞ（ﾛｰﾙ）TypeB1

流入施設工 流入施設①～⑥
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油水分離ます Dco-φ1.80-2.40

集水ます DC(CS)-8.00-1.10-2.70 箇所 1 TypeS

項　　目 単位種　　別 数 量 備　考

数　量　表

樹脂製擁壁工 m2 1154.0 直壁面積

調整池工
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事務所名
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平　面　図 縮尺 1:500

名　称 数　量 備　考

コンクリート

ｺﾝｸﾘｰﾄｼｰﾙ工 t=10cm(A) 材料表
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φ2.6×100×100

単位
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池底屈曲点座標

54,589.8754

54,611.5591
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54,595.1114-37,183.0326
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ｺﾝｸﾘｰﾄｼｰﾙ工 t=10cm 材料表
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単位項 目
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型わく Ｄ

規 格 流入施設①

▽33.15

流入施設② 流入施設③ 流入施設④ 流入施設⑤ 流入施設⑥ 合　計
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名　　　称 規格・寸法 単位 数　　量 摘　　要

構造物掘削 普通部 m3 15.2 残土 調整池19

埋戻し m3 9.2

基礎材 RC-40 m3 1.3

コンクリート

B1-3 m3 5.9

C1-1 m3 2.8

D1-1 m3 0.5

型 わ く
C m2 53.4

D m2 0.9

鉄 筋 A
kg 190.0 D13　SD345

kg 21.0 D16　SD345

足掛金物 W＝300 樹脂製被覆 箇所 17.0

オリフィス板

オリフィス板 □412×412(1100×1100) 枚 1.0
SUS304

t=6mm以上

目地板 高弾性ゴム発泡体 硬度20 m2 0.57 t=10mm B=150mm

アンカーボルトナット SUS304 個 20.0 M12×150

スクリーン

鉄製スクリーン SUS304 箇所 1.0

丸鋼 SUS304(φ10) kg 10.1 22＠50＝1100

平鋼 SUS304 枚 6.0

材 料 表（放流施設工） 1式当り

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社 関東支社

放 流 施 設 工 構 造 図

図示

千　葉　工　事　事　務　所

放 流 施 設 工 構 造 図
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古和地区附帯工工事
首都圏中央連絡自動車道
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東日本高速道路株式会社 関東支社

放 流 施 設 工 配 筋 図（2）

千　葉　工　事　事　務　所

放 流 施 設 工 配 筋 図（1）

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

縮尺 1:50

1:50 229
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古和地区附帯工工事
首都圏中央連絡自動車道
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錆止め塗装
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足 掛 金 物 S=1:25
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D13H2
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13
81
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D13R6

記 号 径 長　さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質　量 摘　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

1 D13 4560 4.537 18

3710 4 3.691 15

3690 6 3.672 22

4550 6 4.527 27

1860 3 1.851 6

3

0.995

1.811 5

2100 3

 〃

2.090 6

4000 7 3.980 28

4000 7 3.980 28

鉄筋表（※）

W

2

3

4

5

6

7

1

〃

〃

〃

 〃

 〃

〃  〃

〃  〃

〃  〃

〃

 〃

 〃

1820

〃  〃

H

2

3

4

1R

2

3

4

5

6

1D

D16

D13

21 kg

190 kg

211計 kg

合計

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

D16

2530

3800

1170

1060

2530

1380

1710

800

870

4 2.517 10 〃

4

4

1

2

2

2

2

1

17

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

1.56

2.517

3.781

1.164

1.055

1.373

0.866

1.701

1.248

10

4

2

2

3

2

2

21 錆止め塗装

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社 関東支社

放 流 施 設 工 配 筋 図（1）

千　葉　工　事　事　務　所

放 流 施 設 工 配 筋 図（2）

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

縮尺 1:50

1:50 2210

2210

古和地区附帯工工事
首都圏中央連絡自動車道

※SD345を使用



樹脂製擁壁工詳細図（1）

縮尺 1:500平　面　図
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図面番号図示

東日本高速道路株式会社 関東支社
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樹脂製擁壁工詳細図（1）

古和地区附帯工工事
首都圏中央連絡自動車道
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計画エンジニヤリング株式会社
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裏面透水材
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縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号図示

東日本高速道路株式会社 関東支社
千 葉 工 事 事 務 所

計画エンジニヤリング株式会社
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樹脂製擁壁工詳細図（2）
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設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号図示
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計画エンジニヤリング株式会社
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樹脂製擁壁工詳細図（3）
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縮尺 1:100正面展開図
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設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号図示
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千 葉 工 事 事 務 所

計画エンジニヤリング株式会社
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樹脂製擁壁工詳細図（4）
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縮尺 1:100正面展開図
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縮尺 1:100正面展開図
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数　量単位規　　格項 目

150×L2650×B800 枚 2907

D19×1.0m (SD345)鉄　筋
本 2386

C-40充填材 919.7m3

長繊維不織布t=3mm裏面透水材 m2 1534.5

□20×300樹脂アンカーピン 本 1535

C1-1コンクリート充填 3.1m3

樹脂製擁壁工　材料表

摘　要

kg 5368.5

樹脂製擁壁
連結材 個 20349

C1-1巻き立てコンクリート 1.4m3

構造物掘削

凡  例

樹脂製擁壁

形  状 種  別

鉄筋D19×L1.0m

天端調整コンクリート

裏面透水材

縮尺 1:100正面展開図

15250 1170 1170 8678

7029 9848

33360

31800 1656

33456

▽33.88

▽33.15

▽35.26

▽32.65 ▽32.65

DL=30.000

ブロック10

(12@2650)

3 - 
3

▽33.78

16483

6966 63
63

埋戻し

ブロック11

型わく m2D

2
6
1
2

5
0
0

1
2
3
0

4.5

樹脂製擁壁工詳細図（7）

1
1
2
6

169.1

67.1

m3

m3

普通部 残土 調整池19

※天端調整コンクリート及び付随する型わくは単価表の数量に含まれる。
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巻き立てコンクリート（C1-1）

縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号図示

東日本高速道路株式会社 関東支社
千 葉 工 事 事 務 所

計画エンジニヤリング株式会社
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樹脂製擁壁工詳細図（7）

首都圏中央連絡自動車道
古和地区附帯工工事
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※支持地盤は、調査および試験を行い、構造計算書の支持力を満足すること。
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樹脂製擁壁工詳細図（8）

（　）は各項目にて計上する。
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縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号図示

東日本高速道路株式会社 関東支社
千 葉 工 事 事 務 所

計画エンジニヤリング株式会社

／

樹脂製擁壁工詳細図（8）

首都圏中央連絡自動車道
古和地区附帯工工事
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縮尺 1:10鉄筋D19×L1.0m

SD345 2.25kg/m

縮尺 1:10樹脂アンカーピン

直径約20mm

材質：ポリプロピレン（再生品）

1000

2
0

300

鉄筋打設詳細図 縮尺 1:60

正　面　図 平　面　図

前　面　側
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以
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樹脂製擁壁形状図
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(
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ル
)

相互接合部詳細図

タッピングビス止め
3個/箇所(φ5L16)

溶着部の目合を重ねてビス止めする。
ビスの留め具として連結材を用いる。

縮尺 1:2連 結 材

材質：高密度ポリエチレン

前面シート連結材取付図

A部

B部

B部

タッピングビス止めφ5L16
前面シート（3個/箇所）
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2個/箇所(φ5L16)
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背面シート連結材取付図

背面シート（2個/箇所）

前面側

背面側

前面側

背面側

A部

前面側

平　面　図

背面側

背面シート

前面シート

A A

A-A平面

C-40

前面側シート t=1.5

連結材

鉄筋D19×L1.0m

鉄筋D19×L1.0m

縮尺 1:10

2650

縮尺 1:50

樹脂製擁壁工詳細図（9）(参考図)

縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号図示

東日本高速道路株式会社 関東支社
千 葉 工 事 事 務 所

計画エンジニヤリング株式会社

／

樹脂製擁壁工詳細図（9）(参考図)

首都圏中央連絡自動車道
古和地区附帯工工事
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用・排水工詳細図（1）

流出管

(P(Po-B)-φ0.50) 流入管
(P(Po-B)-φ0.50)

180°
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 断　面　図 

 平　面　図 
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流入管
(P(Po-B)-φ0.50)

10001000

（Dc(CS)-8.00-1.00-2.70）

1800

2
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1
5
0
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6

1
4
5

中間スラブ

直壁 φ900×1500

名称 種別 規格・寸法 単位 数量 摘　　要

ふた 縞鋼板 φ900用,t=6 組 1 溶融亜鉛メッキ HDZT77

躯体

直壁 φ900,h=1500 個 1

中間スラブ φ900/φ1800,h=295 個 1

特殊部材付直壁 φ1800,h=1500 個 1

直壁 φ1800,h=900 個 1

底版 φ2120,h=282 個 1

穿孔 P(Po-B)-φ0.50用 箇所 2

モルタル 1:3 m3 0.1

RC-40 m3 0.7

1箇所当り

▽30.675 ▽30.677

9
0
0

1
5
0
0

1
5
5
0

Dco-φ1.80-2.40　材料表

基礎材

2160kg/個

2210kg/個

 1:3

RC-40
基礎材

Dco-φ1.80-2.40 縮尺 1:62.5

流出管

構造物掘削 普通部 m3 73.1

Dc(CS)-8.00-1.00-2.70 縮尺 1:100
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2
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250 1000 250
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0

250 8000 250
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7
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0

側　面　図 断　面　図

平　面　図

構造物掘削 埋戻し コンクリート 型わく 鉄筋 足掛金物 摘　　要

普通部 B1-3 D D16 D19 W=300 樹脂製被覆

m3 m3 m3 m2 kg kg 箇所

Dc(CS)-8.00-1.00-2.70 162.2 124.6 15.6 104.3 406.0 472.0 9.0

Dc(CS)-8.00-1.00-2.70　材料表 1箇所当り

種　別

項　目

コンクリート(B1-3)

足掛金物(W=300)

埋戻し m3 51.5

2
5
0

P(Po-B)-φ0.50 縮尺 1:50

∅500

名　　称 規格・寸法 単位 数量 摘　　要

10m当りP(Po-B)-φ0.50　材料表

高密度ポリエチレン管 φ500 m 10.00

※構造物掘削は油水分離ますB、集水ますTypeSの掘削範囲にあるため計上しない。

（油水分離ますB） （集水ます TypeS）

敷モルタル

縮尺 1:62.5

縮尺 1:12.5

50

150
1
0
0

調整池19

残土 調整池19

∅80
0

∅500∅500 ∅500 ∅500

流入管
(P(Po-A)-φ0.80)

用・排水工詳細図（1）

事務所名

計画エンジニヤリング株式会社

／図面番号

施工会社名

設計会社名

縮　尺

図面の種類

図示

首都圏中央連絡自動車道

東日本高速道路株式会社　関東支社

千葉工事事務所

20 22

20 22

( )は各項目にて計上する。

古和地区附帯工工事



用・排水工詳細図（2）

Dc(CS)-8.00-1.00-2.70　配筋図 縮尺 1:100
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D  D166

D  D191

D  D192

D  D193

D  D165

D  D165D  D166

D  D167

D  D167 D  D167

D  D167D  D168

D  D169

D  D168

D  D169D  D1610D  D1610

D  D1610 D  D1610

D  D1611 D  D1611

D  D1611 D  D1611 D  D1612

D  D1612

D  D1612

D  D167

D  D1611

D  D168

D  D1610

記号 径 長さ 本数 単位質量 質 量 摘要

D1 D19 6940

鉄 筋 表（※）

16 2.25 15.6 250

D2 4430 8 9.97 80

878 kg

D16 kg

合計 kg

406

878

D3

D4

D5

D6

D7

D8

4500 4 10.1 40

1760 12 3.96 48

6490 4 10.1 40

8000 4 12.5 50

10160 12 15.8 190

11010 1 17.2 17

D16 1.56

(SD345)

D9

D10

D11

D12

D19 2.25

D19 2.25

D19 2.25

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D  16-D19x69401

2
6
60

2
6
60

1020 29
8298

D  D192

D  D191

D  D193

H  D162

H  D191

H  D162 H  D191H  D193

H1 D19 2.25

H2 D16 1.56

H3 D19 2.25

D  8-D19x4430（平均長）2

2
6
60

a

1020 29
8298

D  4-D19x4500（平均長）3

a

2
6
60

1020 29
8298

a

D  12-D19x1760（平均長）4

2
6
73

3564

251

560

2
6
73

25
1

5076

D  4-D16x64905 D  4-D16x80006

1
0
45

1
0
45

5608 3000

56083000

560

560

251

25
1 251

25
1

D  12-D16x101607

1
0
45

1
0
45

3854 3854

30005608

560

251

25
1 251

25
1

D  1-D16x110108 D  1-D16x84109

1
0
45

b

a

251

25
1

D  4-D16x5170（平均長）10

1
0
45

3521

3000～5608

251

25
1

D  2-D16x9380（平均長）11

a

D  6-D16x1760（平均長）12

1
3
30

H  14-D19x13301

1120

H  10-D16x11202

a

b

H  4-D19x1340（平均長）3

（平均長）

（平均長）

（平均長）

（平均長）

（平均長）

（平均長）

8410 1 13.1 13

5170 4 8.07 32

9380 2 14.6 29

1760 6 2.75 17

1330 14 2.99 42

1120 10 1.75 18

1340 4 3.02 12

D19 kg472

記号 径 本数 a

D D19 4

4D19

L

  -2

平均長 8

2-1 132

158

4430

4410

4440

記号 径 本数 a

D D19 2

2D19

L

  -2

平均長 4

3-1 108

321

4500

4390

4600

記号 径 本数 a

D D19 2

2D19

L

  -2

平均長 12

4-1 1494

1707

1760

1500

1710

2D19  -3 1818 1820

2D19  -4 1825 1830

2D19  -5 1834 1840

2D19  -6 1844 1850

記号 径 本数 a

D D16 2

2D16

b

  -2

平均長 4

10-1 26

96

3479

3624

L

5170

5060

5270

記号 径 本数 a

D D16 1

1D16

L

  -2

平均長 2

11-1 3000

5608

9380

8070

10680

記号 径 本数 a

D D16 3

3D16

L

  -2

平均長 6

12-1 1684

1823

1760

1690

1830

記号 径 本数 a

H D19 2

2D19

b

  -2

平均長 4

3-1 1230

1180

110

160

L

1340

1340

1340

（平均長）

135°

R=190 R=190 R=190 R=190 R=190 R=190

R=160
R=160

R=160 R=160

R=160 R=160

R=160 R=160

R=160 R=160

R=160

R=160

R=160

R=160

R=57

H  D162 H  D162H  D162

（集水ます TypeS）

用・排水工詳細図（2）

事務所名

計画エンジニヤリング株式会社

図面番号

施工会社名

設計会社名

縮　尺

図面の種類

図示

首都圏中央連絡自動車道

東日本高速道路株式会社　関東支社

千葉工事事務所

／21 22
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古和地区附帯工工事

※SD345を使用



ふとんかご工-1.20-0.50-2.00-13

9000

2
0
00

ふとんかご工-1.20-0.50-2.00-13

ふとんかご工-1.20-0.50-2.00-13

流入施設⑥

放流施設

流入施設①～⑤

転落防止柵A

名　称

ビーム

転落防止柵A　材料表

ブラケット

支柱

9m当り

ボルトナット

備  考

白色塗装

HDZT 49

数　量

12.00

16.00

4.00

1.00

単位

本

本

個

式

種　別

STK400

SS400

STK400 白色塗装

白色塗装

30003000

支柱 ∅60.5x3.2

ビーム ∅42.7x2.3

1
1
00

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
6
9

5
1

ブラケット

11@1200=13200
1200 1200

5
0
0

1200 1200 1200 1200

2
0
0
0

流入施設①～⑤

吸出し防止材
t=10㎜

2@1200=2400
1200 1200

2
0
0
0

5
0
0

流入施設⑥・放流施設

吸出し防止材
t=10㎜

L=2
.0m

W=1.2m

H
=
0
.5
m

網目 13cm

線径 φ3.2mm

名　称

ふとんかご

ふとんかご工　材料表

吸出し防止材

詰栗石

構造物掘削

単位

枚

m3

m3

m2

流入施設①～⑤ 流入施設⑥ 放流施設 合　計

11.0

12.54

10.6

41.6

2.0

2.28

1.9

9.2

2.0

2.28

1.9

9.2

15.0

17.10

14.4

60.0

種　別

W=1.2m,H=0.5m,L=2.0m,13cm

長繊維不織布 t=10

備  考

線径φ3.2

残土 調整池19

15枚当り

普通部

ふとんかご工

1.2m･0.5m･2.0m･13cm

吸出し防止材
t=10㎜

2000

1
1
00

2
6
9 2
3
30

2
7
0

5
1

1
2
00

2
7
0

2
7
0

ビ

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

計画エンジニヤリング株式会社

東日本高速道路株式会社 関東支社

古和地区附帯工工事

調整池詳細図

図　示

千 葉 工 事 事 務 所

首都圏中央連絡自動車道

平 面 図

転落防止柵A
縮尺 1:50

縮尺 1:500 ふとんかご工

調整池詳細図

詳 細 図

縮尺 1:100平 面 図

縮尺 1:100断 面 図

断 面 図 縮尺 1:100

標準図 縮尺 1:50側面図
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